
　ごみを処理するためには、 ごみを集める費用、 集めたごみを破砕・ 焼却する費用、 焼却で生じた灰を処分する

費用などがかかります。

　令和５年度のごみ処理には、約6,760万円かかりました。町民１人当たりの処理費用は約8,300円になります。

※令和5年4月1日現在の総人口8,108人で算出しています。

　　可燃ごみ１㎏当たりの処理費用は約38円となります。 １枚あたり 40円の可燃ごみ袋（大）に 5ｋｇのごみが入っ

　　ていると仮定した場合、 190円の処理経費がかかっていることになります。

ごみの量と処理費用の現状：令和5年度実績

■ごみ処理費用

■ごみの量

■収集した資源物の売却やごみ袋等の販売収入

ごみの種類

可燃ごみ 1,601.7万円

443.5万円

64万円

3.4万円

309.4万円

11.2万円

3,388.4万円

723.8万円

24.9万円

—

—

6.6万円

4,990.1万円

1,167.3万円

88.9万円

3.4万円

309.4万円

17.8万円

令和4年度 令和5年度 増減

1,310t

70ｔ

14ｔ

1ｔ

—

21体

-43ｔ

-22ｔ

-5ｔ

-1ｔ

—

-14体

6,760.8万円4,327.6万円2,433.2万円

不燃ごみ（粗大ごみ含む）

陶磁器類

乾電池

資源ごみ

小動物（※）

— 183.9万円 183.9万円 84ｔ

1,353ｔ

92ｔ

19ｔ

2ｔ

—

35体

— 皆増刈草・ 剪定枝

合計

収集運搬等 処 分 費用合計
排出量

■その他の費用 

資源物等の売却収入 1,301.5万円21.5万円 ごみ処理手数料収入

■一般家庭から出たごみを種類ごとに１年間の処理にかかる費用（委託料、負担金、使用料） をまとめた表です。

問い合わせ先 ： 水道環境課　☎66-2407

※小動物については、 道路上で死亡していたものです。

指定ごみ袋作成費用（172.7万円）、 不法投棄巡回委託（183.2万円）、

不法投棄ごみ処理費用（1.8万円）、 衛生監視員報酬（90万円）、

ごみ分別アプリ利用料（26.4万円）

可燃ごみだけでなく、 すべてのごみの処理に多額の費用がかかっています。

一人ひとりのちょっとした心掛けと積み重ねでごみを減らすことができれば、

ごみ処理にかかる費用も減らすことができます。

可燃ごみだけでなく、 すべてのごみの処理に多額の費用がかかっています。

一人ひとりのちょっとした心掛けと積み重ねでごみを減らすことができれば、

ごみ処理にかかる費用も減らすことができます。

年末の可燃ごみの収集は、12月30日（月）が最終日となります。

年始は、1月6日（月）が初日となります。

★ごみの出し方について、正しく分別し、決められた日時に、可燃ごみ集積所へ出してください。
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